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(資料)内閣府「国民所得統計」より作成。 

     日本経済の成長力(資金力+労働力+技術力(生産性))が問われている。2000 年代に入ってからの 

技術力を国民所得統計の「全要素生産性」で見ると恒常的に低下傾向を示している。こうした背景 

には、開発技術の社会システムへの実装の遅れ、ICT(情報通信革命)等の遅れ、経済のサービス化 

の進展などを挙げることができる。加えて、2005 年以降企業等の研究開発費の日本経済に占める割 

合が増加せず横ばいで推移していることも挙げられる。ルイスの転換点と言われる言葉がある。経 

済成長要素の制約によって経済成長力が抑制され、先進国から中進国へ移行することを意味する。 

日本がこのルイスの転換点を迎えているか、問われるところである。 
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